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＜病棟連絡事項＞
・本日より、コメディカル室と病棟間の移動を極力控える為に、OTスタッフが病棟にて記録作業をしたり、休憩を取る事となります。休憩は西スタッフ同様の場所を利用してもらい、PCに関しては互いに協力し譲り合って使用していきましょう。作業に使用する物品に関しては、Aユニット詰所にて保管する事としています。
・本日、八戸市保健所とICN（青森県立中央病院の認定看護師２名）が来院し、北病棟の現状確認と、今後の対応について指導頂いています。内容については下記参照。
　
　※下記に関しては、あくまでICN・保健所による「1つの意見」として参考にして下さい。
･基本的な手指消毒、手洗いが最も重要。基本的に感染は「目・鼻・口」からの感染となるので、顔に触れる際は注意しましょう。今後、腰から下げるタイプの消毒を用意検討。
現在使用しているスプレータイプの場合、ポケットに不衛生な手が触れてしまう。

　
　･自分自身が感染しないよう、自分を守る感染対策が大切である。
　･フェースシールドはハンドソープ・洗剤等で洗い、内側→外側の順で拭き取り袋に入れて保管する。他スタッフと使いまわしたりはしないように。
　･隔離解除となった患者は他病棟への移動などは行わず、今回のパターンではそのまま北病棟にて過ごして頂く。
･北病棟の場合、現状からイエローゾーンであっても、基本病棟内の患者に関しては「感染している」レッドゾーンとして考え対応し、その中でスタッフがいかに感染対策し自分が感染しないかが重要である。
　･精神科の場合、生活感が変わる事による精神症状への影響が大きい為、「感染はあるがいかに普段通りの生活を送ってもらう事が出来るか」感染症だけを見るのではなく、患者目線での対応が出来るかを考える事が重要。よって、現状の北病棟の場合、トイレの利用や入浴等含め、今までの生活スタイルに戻していくのを推奨する。ただし、患者の理解力等によって状況は異なる。例として、理解力のある患者の場合は、レッドゾーンからでもマスク等使用し共同トイレの利用も可能であるとの事。
　･PPEに関して、直接介助が無い場合はレッドゾーンでも基本はフェースシールドとマスクがあれば感染を防ぐことが出来る。ただし手洗いや消毒は必須である。また、用介助者の場合は全身のPPEを要する。
　　PPEの着脱に関しては、ICNによる実践動画がありますのでアップロードしていきます。
　･北病棟から他病棟への感染拡大を防ぐために最も重要となるのは手洗い、手指消毒、マスク使用等の基本的な所となるので徹底していきましょう。
　上記が徹底されていれば、北病棟スタッフの現状の出勤体制やエレベーター利用制限、動線の制限等について、必要はないとの事です。
　･感染病棟で従事した場合は、自宅においても家族同席での食事を控える等、可能な限り自宅においても感染対策は必要である。
　･基本的に多床室から一人陽性者が出た場合、患者の移動はせずその一室レッドゾーンとして対応。同室の濃厚接触者に関しても、ほぼ高確率で感染しているものとして考える。

　･抗原検査やNEAR法検査に関して、検査のタイミングは基本的に「症状が出てから」との事。
下記については現段階では継続していく。

・東病棟の出入りを制限します。入浴も見合わせます。
・南病棟のスタッフは、東病棟は通れませんので西病棟を通ります。

・売店は7/21実施、以降は要確認。
・床屋は7/25、8/1は中止。ただ状況により、実施もある。
・ＳＧＭ不在時

コロナ関連で陽性や濃厚接触者などで欠勤や勤務変更をする場合は、判断に困るような場合は病棟にもですが、私の方にも直接連絡下さい。それ以外は調整して下さい。調整したらあとは私が出勤時に分かるようにして下さい。

・急な病棟の運営体制の変更などあった場合は、今ならコロナ関連、レストランの移動の制限、災害などですが、なにか記録に残すか、あとはメールなどで周知させて下さい。
＜コロナ感染対策について＞
・コロナ陽性者発生時は、個人で判断はせず、周りと確認し行う。
・陽性者（レッドゾーン）と陰性者（グリーンゾーン）は明確に分ける。
　陽性者発生→可能であれば陽性者の部屋：濃厚接触者（陽性者疑い）の部屋：陰性者の部屋を明確に分ける。
・動線を分ける、パーテションの使用等をして区画を出来る限り分ける。
・スタッフを各ゾーン毎に配置する。　
・ＰＰＥの周知徹底。
・トイレの問題、ポータブルは部屋ごとに必要、現在北病棟で使用しているのみで、現在新たに発注している。
・各勤務帯での発生を想定して、イメージトレーニングする。
＜患者様連絡事項＞

・阿部　わかえ　様～家族様と相談し7/25(月)9：00退院としています。初外来日は8/23(火)10:30で予約済みです。退院時処方依頼しています。
・田村　真紀子様～本人より、夜間の尿失禁が続いている事から、1：00にトイレ誘導の声掛けをして欲しいとの要望あるため、夜間対応していきましょう。
・赤坂　順市様～次回の日赤病院：糖代謝科受診時に、直近1ヶ月分の血糖値の情報を纏めて用意し持参して行くようお願いします。
・神田　直樹様～7/23（土）家族様来院予定の為、障害者手帳更新に必要となる診断書をお渡しする様お願いします。

・成田　富士子様～コロナウイルス感染拡大に伴い7/22の外出は延期とし本人も了承。
＜要注目患者様検討＞
・高柳　和子様～ホール内を独語しながら徘徊し、時折声高になる様子あり。他室侵入等、迷惑行為もあり、他者とのトラブルとなるリスクあり。夜間も語や徘徊、上半身裸となる行為あり、継続指示にて対応しています。引き続き精神症状の観察行い、必要時は継続指示等使用し、トラブルないよう介入していきましょう。

・江刺家　惠子様～骨折部位は疼痛持続しているが自制内で経過。危険行為はない。スタッフコールは頻回にあり都度対応している。
　　　　　　　　　引き続き左第二指の骨折部位の疼痛、腫脹等の観察を行う。
＜馬渡Dr.患者様診察情報＞

・山本　嗣教様～落ち着いて診察を受けている。処方変更、新たな指示なし。
家族へみちのく記念病院に行ったか確認の電話をするよう主治医より指示あり。
・神田　直樹様～眠気の訴えがあるが、処方変更せず現在は様子を見ていくことを説明され了承されている。前回診察時に訴えていた排尿困難感は「軽減しています」と話している。処方変更、新たな指示なし。
・中　誠太郎様～主治医の問いかけに対し何度か聞き返す様子あり。処方変更、新たな指示はない。
・佐々木　康子様～主治医の問いには落ち着いて返答している。面会や外出をしたい、仏に手を合わせてきたい、手紙を出しても返事がこない等話されているが、感染状況から外出や面会は現状難しい事を説明され了承はされている。処方変更なし。
・阿部　文香様～診察時は主治医の質問に対し落ち着いて答える事が出来ている。
処方変更、新たな指示なし。
